
未回答0.4

満足 76.8

やや満足

20.8

不自由や苦痛2.0
かむことに満足

しているか？

満足

やや満足

不自由や苦痛
R2年度妊婦歯科健康診査問診表

未回答

未回答

6.5

はい

26.5

いいえ

67.0

定期健診を

受けているか？

はい

いいえ

R2年度妊婦歯科健康診査問診

未回答

・妊娠中は、歯周病のリスクが

高くなり、妊婦は歯周病が進

行すると、早期低体重児出産

のリスクが高まる。そのため、

妊娠中の歯科受診が望ましい

が、例年、受診者数は250名

～300名で推移しており、受

診率は 20%前後で横ばいで

ある。 

 

 

資料 4-3 

【令和２年度妊婦歯科健康診査受診のきっかけ】                                    

【単位：人】 ➡保健推進部会を終え市の方針について 健康増進課 

 

令和４年度は、かかりつけ歯科医をもってもらうために、幅広い世代に啓発

できるよう他の事業と合わせて活動することや SNS 等を活用し、取り組ん

でまいります。 

 

令和４年度は、かかりつけ歯科医をもってもらうために、幅広い世代に啓発できるよう

他の事業と合わせて活動することやSNS等を活用し、取り組んでまいります。 

 

歯科健康診査（妊婦歯科健康診査）の現状と課題 

 

妊婦歯科健康診査＜受診者数と受診率＞ 

 

対象者：令和２年４月１日現在で市に住民登録をしている妊婦。受診回数は、妊娠中一回とする。 

【単位：人（％）】 

 ～19歳 
20～

24歳 

25～

29歳 

30～34

歳 

35～39

歳 

40 歳

～ 

受診者

合計

（A） 

母子手帳

発行数 

 （B） 

受診率 

（B）/（A） 

H30 3 11 77 120 78 17 306 1294 23.6% 

H31 1 13 78 113 61 13 279 1275 21.8% 

R2 0 11 54 99 71 10 245 1267 19.3% 

 

 

 

 

 

 チラシ ホームページ 産科医の勧め その他 未記入 

人数 52 51 33 58 51 

出血なし

35.1
出血あり

64.9

ハグキの状態

（出血有無）

健全 出血あり

未回答0.4

異常なし

17.1

要指導

45.7

要治療

36.7

判定結果

（歯周病検査）

異常なし

要指導

要治療

保健推進部会でのご意見（部会の検討事項） 
 

・受診率を上げるための、有効な啓発方法（手法や手段） 

・妊婦同士が交流する場を増やせば次に繋がる手段がでてくると思う。 

・集団健診の実施と、大型ショッピングセンターなどで、唾液スクリーニング検査実施し、受診を勧める。 

・産院でのチラシ配布の協力など、妊婦教室での啓発・歯科セミナーでの発信 

・産婦人科で教育を受ける時に、歯の重要性を語ったDVDをみてもらい、母子手帳発行の時に補助券ま

たは、無料券をつける。婦人科で口腔内を診る歯科衛生士を配置し、軽いチェックをして歯科受診を勧

めてもらう。 

・産婦人科と歯科の連携（妊娠中の一定の時期に産婦人科医より妊婦さんに一度は歯科健康診査をうけて

下さいと言っていただくだけで、受診率が増加すると思う。 

・チラシ配布時に一言添えてもらえると良い。 

・妊娠中の受診を避けた方が良い期間や身体状態を記載し、受診してもらう気分の向上を狙う。 

 

 

◆６割の人が定期健診を受けていない。 

◆ハグキの状態の出血ありが6割を超え、判定結果の要指導・要治療の人が８割以上

であった。 

R2 年度妊婦歯科健康診査診査受診結果 

課題と今後の方向性 

R2 年度妊婦歯科健康診査診査受診結果 

 

未回答 

令和２年度の現状 

・「くさつ子育てガイドブック」 

に内容掲載 

・市ホームページへ情報掲載 

・市内医療機関、歯科医院、 

薬局、商業施設にポスター掲示 

令和３年度の受診勧奨取組 

配布チラシ 

【単位：％】 【単位：％】 

【単位：％】 【単位：％】 

【単位：人】 

近所だから・かかりつけ医だから等 

母子手帳発行時にチラシを配布中⇒R3～内容の再検討を実施 

 


